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〈表紙写真〉

【青年部会第16回フォトコンテスト
　～島の魅力～優秀作品より】
 　　  〔造の部　優秀賞〕
   題　　名：皆んな気になる夜の大工事
   撮 影  者：山内 優貴 
   撮影場所：城間歩道橋（浦添市）

沖建協会報　2025. 9月号

県選出国会議員との意見交換会を開催
沖縄振興予算拡充や地域課題解決に向け提言

（左から）國場議員、宮﨑議員、松下県議、島尻県議

津波会長(左から８人目)が議員に要請書を手渡し、課題の共有を図った

　沖建協と(一社)沖縄県建設産業団体連合会は
８月７日、那覇市のザ・ナハテラスで県選出国会議
員との意見交換会を開き、2026年度沖縄振興予
算の拡充や県内建設企業の受注機会確保などを
要請。県内各地域の課題解決に向けた政策・施策
推進に関しての取り組みを求めた。
　意見交換会には、自由民主党から國場幸之助衆
議院議員と宮﨑政久衆議院議員、公明党から金
城泰邦衆議院議員（代理・松下美智子県議）、また
自民党沖縄県連から島尻忠明幹事長代理の４人
が出席。沖建協からは津波達也会長をはじめ、５
副会長、各支部長、各委員会の委員長、建産連から
は各団体の会長や役員、事務局長らが参加した。
　津波会長は「意見交換会を通じて課題の共有を
図り、今後の取り組みにつなげていきたい。国から
の支援も得ながら、若い世代が希望を持てる業界
を築いていきたい。企業の適正利潤が守られれ
ば、人材育成などのさまざまな課題が解決に向か

うと思っている」と期待を込めた。その後、参加議
員らに対して要望書「沖縄振興予算に係る公共事
業関係費の拡大確保並びに県内建設企業への優
先発注について」を手交。沖建協本部と各支部、建
産連構成団体が要望事項を説明した。要望事項は
①芽出し事業②制度並びに技術的な項目③その
他事項―の３項目。このうち芽出し事業では、那覇
支部が市域内の新たな公共交通軸として期待され
るＬＲＴ（次世代型路面電車）導入と那覇軍港跡
地開発の推進を要望。南部支部は南部東道路や
国道507号、平和の道線などの道路整備事業推
進、浦添・西原支部は米軍牧港補給地区(キャン
プ・キンザー)返還に伴う予算措置や港川地区の整
備支援、沖縄都市モノレール(ゆいレール)延伸によ
る交通利便性向上、北部支部は北部医療センター
事業での国によるバックアップ体制の構築、名護
東道路や地域道路網の早期整備、県・市営団地の
整備推進、自動運転バス・タクシーの導入実現な
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あいさつする津波会長

どを求めた。また、宮古支部は有事に備えたシェル
ターを完備する施設整備や宮古空港の機能強
化、防災予算を活用した道路維持管理など、八重
山支部は石垣空港の滑走路延長や空港線等主要
道路整備の必要性を訴えた。
　制度・技術的な項目については、沖建協本部が
国土強靭化計画の着実な実施、公共事業関係費
の拡大確保、最低制限価格（低入札調査基準価
格）の引き上げ、歩掛見直しと適正工期設定、建設
業に即した働き方改革を踏まえた施策などを求め
た。各支部は、改正品確法に基づく適切な予定価
格設定の厳守、物価変動に伴うスライド条項の受
注者負担撤廃、市町村発注工事における週休二日
制と適正な工期・設計単価の指導徹底、最低制限
価格や管理費の底上げ、全公共工事での物価スラ
イド適応などの要望が示された。また、(一社)沖縄
県電気管工事業協会はＰＰＰ／ＰＦＩ事業に関す
る県内建設業参画支援体制の構築、営繕工事で
の地域外労働者確保に要する費用の運用拡大な
どについて指摘。このほか、沖縄県管工事業協同
組合連合会が配管工の公共工事設計労務単価の
設定、(一社)沖縄県建築士事務所協会が建設コン
サルタントにおける最低制限価格の引き上げ、(一
社)沖縄県造園建設業協会が国際観光景観モデ
ル事業対象路線拡大と必要予算確保などを要請
した。
　その他事項では、沖縄県磁気探査協会が那覇
空港不発弾探査事業での県内業者優先活用、沖
縄県生コンクリート工業組合は県内資材調達への
配慮や再生技術によるスラッジ廃材活用について
意見を述べた。
　要望を受けた國場議員は「賃金や調達価格の上
昇、人手不足はあらゆる業種で深刻化しており、建
設業界に限らず社会全体で対策を模索する必要
がある」と指摘。その上で、「国土強靭化計画の予
算拡大に伴い、予防保全型メンテナンスや老朽化
対策、防災・減災対策を進める。橋梁や上下水道の
更新については早急に取り組む必要がある」と述
べた。さらに離島空港の機能強化に関し台湾有事
を想定した大規模避難計画について触れ「滑走
路延長や機能向上を優先的に進めるための制度

活用が重要」と強調した。公共工事の積算基準見
直しについては「担い手確保や契約適正化の観点
から引き上げに取り組む」と述べた。那覇軍港返
還跡地利用やＬＲＴ整備については、総合的に最
適な形で進めたいとした。
　宮崎議員は、浦添･西原支部が求めた港川地区
整備に関して「しっかり支援したい」と強調。モノ
レール延伸については「住環境改善や駅前開発な
どの経済効果が大きい。『モノレールの普及を応援
する議員連盟』で役員を務める立場として国交省と
の調整は進めており、必ず了解を取り付けていく」
とし、実現に向けて一緒に取り組む姿勢を示した。
　また、北部医療センターや自動運転導入、防衛
施設周辺の生活環境の整備等に関する法律を活
用した道路整備、県内企業が参入しやすいような
不発弾探査事業の区画見直しなどにも言及。公共
工事の物価スライドや資材高騰対応については
「物価上昇を上回る賃上げと成長型経済の実現を
考えており、今後の概算要求や補正予算に反映さ
せる予定。一つひとつ確実に取り組んで前に進め
ていく」と述べた。
　松下県議は「県としても現場の声を聞きながら、
しっかり取り組まなければならない部分が多く
あった」との認識を示した。島尻県議は「建設業の
思いを反映させ、関係機関と協力して取り組んでい
きたい」と語った。
　閉会にあたり新里英正副会長が「協会が今後も
持続的に発展していくためには、利益の確保と次
世代の育成は欠かせない。来年度予算の拡充を期
待し、業界としても適正利潤の確保に努めていく」
と述べ、会を締めくくった。

懇談で笑顔を見せる松田審議官

松田審議官（中央）と津波会長ら

冠水箇所への吸い込み口設置(沖総局ＨＰより)

北大東村の冠水被害でオパスと与儀組が応急対応

松田浩樹内閣府審議官が就任あいさつで来協
　内閣府審議官に７月１日付で就任した松田浩樹
氏が８月７日、就任あいさつで沖建協を訪れ、津波
達也会長や副会長らと懇談した。
　松田審議官は、骨太方針２０２５に新しく「ＧＷ
２０５０」の早期実現に向けた取り組みが盛り込
まれたことを報告。このほか、資材価格の高騰や
公共工事予算の減額など、業界を取り巻く課題に
ついても意見を交わした。
　津波会長は「沖縄のために力を貸していただき
たい」と協力を求め、松田審議官は「現場の声を踏
まえ、沖縄の発展に全力を尽くす」と応じた。

　松田浩樹(まつだ ひろき)氏経歴
兵庫県出身。1966年生まれ。1989年に東京大学
法学部を卒業後、旧自治省に入省。2022年に内閣
総務官に就任。2025年７月、内閣府審議官として、
国の重要施策の調整・推進に携わっている。

　大東島地方では台風８号による大雨の影響で７
月24日～28日、浸水・冠水被害が発生し、沖縄総
合事務局は沖建協、沖縄県との３者災害協定に基
づいて被害地域の排水支援を要請。これを受けて
沖建協会員企業のオパス㈱と㈱与儀組が排水作
業に協力した。
　沖総局は情報収集と支援のため29日から県庁
にリエゾン２人、北大東村にＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ(緊
急災害対策派遣隊)２人の職員を派遣。８月１日に
は北大東村からの要請を受けて排水支援のため
の排水ポンプ車を手配し、排水ポンプ車のオペ
レーターとしてオパスから３人が派遣された。３日
には、南部国道事務所の排水ポンプ車が島に到着
し排水作業を開始。その後、与儀組による小型排
水ポンプも設置され、排水作業は７日に完了。８日
にＴＥＣ－ＦＯＲＣＥが引き上げ、11日間の活動を
終了した。
　北大東村の鬼塚三典村長は「自衛隊による排水
作業と沖総局の技術的支援、協力して頂いた関係
者の皆さんのおかげで、宅地・道路の浸水は解消

した」と謝意を示した。県の災害対策本部は８月７
日に廃止され、応急対応が完了。今後は復旧対応
を進める。

小型排水ポンプ設置作業(沖総局ＨＰより)
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価格や管理費の底上げ、全公共工事での物価スラ
イド適応などの要望が示された。また、(一社)沖縄
県電気管工事業協会はＰＰＰ／ＰＦＩ事業に関す
る県内建設業参画支援体制の構築、営繕工事で
の地域外労働者確保に要する費用の運用拡大な
どについて指摘。このほか、沖縄県管工事業協同
組合連合会が配管工の公共工事設計労務単価の
設定、(一社)沖縄県建築士事務所協会が建設コン
サルタントにおける最低制限価格の引き上げ、(一
社)沖縄県造園建設業協会が国際観光景観モデ
ル事業対象路線拡大と必要予算確保などを要請
した。
　その他事項では、沖縄県磁気探査協会が那覇
空港不発弾探査事業での県内業者優先活用、沖
縄県生コンクリート工業組合は県内資材調達への
配慮や再生技術によるスラッジ廃材活用について
意見を述べた。
　要望を受けた國場議員は「賃金や調達価格の上
昇、人手不足はあらゆる業種で深刻化しており、建
設業界に限らず社会全体で対策を模索する必要
がある」と指摘。その上で、「国土強靭化計画の予
算拡大に伴い、予防保全型メンテナンスや老朽化
対策、防災・減災対策を進める。橋梁や上下水道の
更新については早急に取り組む必要がある」と述
べた。さらに離島空港の機能強化に関し台湾有事
を想定した大規模避難計画について触れ「滑走
路延長や機能向上を優先的に進めるための制度

活用が重要」と強調した。公共工事の積算基準見
直しについては「担い手確保や契約適正化の観点
から引き上げに取り組む」と述べた。那覇軍港返
還跡地利用やＬＲＴ整備については、総合的に最
適な形で進めたいとした。
　宮崎議員は、浦添･西原支部が求めた港川地区
整備に関して「しっかり支援したい」と強調。モノ
レール延伸については「住環境改善や駅前開発な
どの経済効果が大きい。『モノレールの普及を応援
する議員連盟』で役員を務める立場として国交省と
の調整は進めており、必ず了解を取り付けていく」
とし、実現に向けて一緒に取り組む姿勢を示した。
　また、北部医療センターや自動運転導入、防衛
施設周辺の生活環境の整備等に関する法律を活
用した道路整備、県内企業が参入しやすいような
不発弾探査事業の区画見直しなどにも言及。公共
工事の物価スライドや資材高騰対応については
「物価上昇を上回る賃上げと成長型経済の実現を
考えており、今後の概算要求や補正予算に反映さ
せる予定。一つひとつ確実に取り組んで前に進め
ていく」と述べた。
　松下県議は「県としても現場の声を聞きながら、
しっかり取り組まなければならない部分が多く
あった」との認識を示した。島尻県議は「建設業の
思いを反映させ、関係機関と協力して取り組んでい
きたい」と語った。
　閉会にあたり新里英正副会長が「協会が今後も
持続的に発展していくためには、利益の確保と次
世代の育成は欠かせない。来年度予算の拡充を期
待し、業界としても適正利潤の確保に努めていく」
と述べ、会を締めくくった。

懇談で笑顔を見せる松田審議官

松田審議官（中央）と津波会長ら

冠水箇所への吸い込み口設置(沖総局ＨＰより)

北大東村の冠水被害でオパスと与儀組が応急対応

松田浩樹内閣府審議官が就任あいさつで来協
　内閣府審議官に７月１日付で就任した松田浩樹
氏が８月７日、就任あいさつで沖建協を訪れ、津波
達也会長や副会長らと懇談した。
　松田審議官は、骨太方針２０２５に新しく「ＧＷ
２０５０」の早期実現に向けた取り組みが盛り込
まれたことを報告。このほか、資材価格の高騰や
公共工事予算の減額など、業界を取り巻く課題に
ついても意見を交わした。
　津波会長は「沖縄のために力を貸していただき
たい」と協力を求め、松田審議官は「現場の声を踏
まえ、沖縄の発展に全力を尽くす」と応じた。

　松田浩樹(まつだ ひろき)氏経歴
兵庫県出身。1966年生まれ。1989年に東京大学
法学部を卒業後、旧自治省に入省。2022年に内閣
総務官に就任。2025年７月、内閣府審議官として、
国の重要施策の調整・推進に携わっている。

　大東島地方では台風８号による大雨の影響で７
月24日～28日、浸水・冠水被害が発生し、沖縄総
合事務局は沖建協、沖縄県との３者災害協定に基
づいて被害地域の排水支援を要請。これを受けて
沖建協会員企業のオパス㈱と㈱与儀組が排水作
業に協力した。
　沖総局は情報収集と支援のため29日から県庁
にリエゾン２人、北大東村にＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ(緊
急災害対策派遣隊)２人の職員を派遣。８月１日に
は北大東村からの要請を受けて排水支援のため
の排水ポンプ車を手配し、排水ポンプ車のオペ
レーターとしてオパスから３人が派遣された。３日
には、南部国道事務所の排水ポンプ車が島に到着
し排水作業を開始。その後、与儀組による小型排
水ポンプも設置され、排水作業は７日に完了。８日
にＴＥＣ－ＦＯＲＣＥが引き上げ、11日間の活動を
終了した。
　北大東村の鬼塚三典村長は「自衛隊による排水
作業と沖総局の技術的支援、協力して頂いた関係
者の皆さんのおかげで、宅地・道路の浸水は解消

した」と謝意を示した。県の災害対策本部は８月７
日に廃止され、応急対応が完了。今後は復旧対応
を進める。

小型排水ポンプ設置作業(沖総局ＨＰより)
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沖縄市の実技でバックホーを操作

指導者から操作を学ぶ八重山商工の生徒

資格取得に向け学習した生徒たち

小型車両特別教育で生徒らがミニバックホー操作学ぶ

建設業経理事務士４級特別研修を実施

　建災防沖縄県支部と連携で実施している高校
生向けの「小型車両系建設機械(整地・運搬・積込
み・掘削用)運転特別教育」が７月22日から８月6日
までの間、沖縄市海邦町の建設業安全衛生技術
センターで行われた。
　建設業への入職促進などを目的に受講料の一
部を負担し、高校生を対象に実施。１日目の学科
講習で車両の構造や取り扱い、作業方法、運転に
必要な知識を学び、２日目は走行操作や作業のた
めの装置の操作など実技に取り組んだ。修了証は
卒業式の日に交付される。
　期間中に参加した沖縄工業高校と美里工業高
校、美来工科高校、浦添工業高校、南部工業高校、
名護商工高校の３年生は、ミニバックホーの操作
指導を受けて運転技術を身に付けた。美来工科高
校土木工学科の仲本爽汰さんは「難しかったが落
ち着いてやればできた。家族が土木関係の仕事を
しているので操作に興味があった。県内就職が希
望なので、今日学んだことを生かしたい」と話した。
　講師の長嶺由秀氏は「生徒たちが真剣に取り組
んでくれたので、指導しやすかった。楽しみながら
学べるよう工夫したこともあり、教える喜びを感じ

ました」と語った。
　八重山地区でも８月７、８日に同特別教育を行
い、八重山商工高校３年生12人が受講。機械電気
科の金城英喜さんは「操作は難しかったが、楽しく
学べた。進路は建設関係の仕事を目指しており、
今回の学びを将来につなげたい」と意欲を見せた。

　８月７日と８日の２日間、浦添市の建労センター
で県内工業高校生を対象とした建設業経理事務
士４級特別研修を実施した。今年は沖縄工業高校
など５校の生徒33人が受講。資格取得を目指して
建設業の経理知識を学んだ。
　講師を務めた税理士法人みやこの伊計孔雄氏
は、開講にあたり「経理は会社の動きを数字で捉
える重要な業務。必ず役立つ知識なので、この機
会を大切にしてほしい」と呼びかけた。研修初日
は、簿記の基本や帳簿の種類、仕訳から試算表作
成までの流れを解説。２日目はグループに分かれ
て演習形式の講義を受けた。90分間の本試験も
行われ、生徒らは真剣な表情で問題に取り組んで
いた。

　受講した名護商工３年の上原瑠海さんは「就職
後に役立つと思い受講した。初めてだったが思って
いたより理解できた」と話した。浦添工業３年の友
利有花さんは「表を使う学習は初めてで難しかっ
たが、苦手な部分を把握することができた」とふり
返った。

８月１日に行われた那覇地区懇談会

地域別産学懇談会で高校教諭や各地区職安らと意見交換
　令和７年度地域別産学懇談会を８月１日から21
日にかけて開催。各公共職業安定所の管内ごとに
協会本部と各支部、建設系学科がある工業高校の
教諭、各地区の職安職員らが参加し、建設業への
新規学卒者雇用などについて意見交換を行った。
　８月１日に行われた那覇地区の懇談会では、工
業高校教諭から「資格を取得できなかった生徒が
他産業に進む傾向があるため、支援の充実が必
要」と指摘があった。これに対し沖建協の久高唯
和事務局長は、高校生対象の現場見学会や資格
取得支援などの取り組みを紹介した上で「業界を
知り、資格を取得して自信をつけ、建設業に進んで
きてほしい」と強調した。
　学校側は引き続き取り組みとして、卒業後１年
間にわたり、就職先と本人への聞き取りを行う定
着指導を実施していることや、高校生が小学生に
建設業の魅力を伝える「こども木工教室」などの
活動に取り組んでいることを報告。
　８月13日に実施した中部地区懇談会では、学校
教諭が「ＣＡＤ室のコンピューターが更新されず、
いまだにＷｉｎｄｏｗｓ７のＯＳを使用している」と
現状を報告。「ＪＷＣＡＤソフトも不具合が起きて
おり、ＢＩＭでの図面制作指導もできず困ってい
る」と訴えた。これに対し源河専務は「ＣＡＤは基
本的な技能であり、生徒が十分に学べる環境に整
える必要がある。県に対して県立高校のパソコン
設備更新支援を求めていきたい」と述べた。
　懇談会では「沖建協の雇用改善推進事業の取
り組み」の報告が行われたほか、各地区の職安職
員が新規高卒者の就職活動状況などを報告。事
業者の求人提出や高校生の就職活動の開始が全
国に比べて遅いと指摘し、改善を求めた。また、沖
縄の新規高卒者の３年以内離職率は約５割で全
国平均を上回っており、特に１年目の離職率に差
が大きいと強調。業界への理解促進や早期就職活
動を通してミスマッチを防止するよう呼び掛けた。

宮古地区では８月４日に実施

８月５日の八重山地区懇談会

８月13日の中部地区懇談会

８月21日の北部地区懇談会
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沖縄市の実技でバックホーを操作

指導者から操作を学ぶ八重山商工の生徒

資格取得に向け学習した生徒たち

小型車両特別教育で生徒らがミニバックホー操作学ぶ

建設業経理事務士４級特別研修を実施

　建災防沖縄県支部と連携で実施している高校
生向けの「小型車両系建設機械(整地・運搬・積込
み・掘削用)運転特別教育」が７月22日から８月6日
までの間、沖縄市海邦町の建設業安全衛生技術
センターで行われた。
　建設業への入職促進などを目的に受講料の一
部を負担し、高校生を対象に実施。１日目の学科
講習で車両の構造や取り扱い、作業方法、運転に
必要な知識を学び、２日目は走行操作や作業のた
めの装置の操作など実技に取り組んだ。修了証は
卒業式の日に交付される。
　期間中に参加した沖縄工業高校と美里工業高
校、美来工科高校、浦添工業高校、南部工業高校、
名護商工高校の３年生は、ミニバックホーの操作
指導を受けて運転技術を身に付けた。美来工科高
校土木工学科の仲本爽汰さんは「難しかったが落
ち着いてやればできた。家族が土木関係の仕事を
しているので操作に興味があった。県内就職が希
望なので、今日学んだことを生かしたい」と話した。
　講師の長嶺由秀氏は「生徒たちが真剣に取り組
んでくれたので、指導しやすかった。楽しみながら
学べるよう工夫したこともあり、教える喜びを感じ

ました」と語った。
　八重山地区でも８月７、８日に同特別教育を行
い、八重山商工高校３年生12人が受講。機械電気
科の金城英喜さんは「操作は難しかったが、楽しく
学べた。進路は建設関係の仕事を目指しており、
今回の学びを将来につなげたい」と意欲を見せた。

　８月７日と８日の２日間、浦添市の建労センター
で県内工業高校生を対象とした建設業経理事務
士４級特別研修を実施した。今年は沖縄工業高校
など５校の生徒33人が受講。資格取得を目指して
建設業の経理知識を学んだ。
　講師を務めた税理士法人みやこの伊計孔雄氏
は、開講にあたり「経理は会社の動きを数字で捉
える重要な業務。必ず役立つ知識なので、この機
会を大切にしてほしい」と呼びかけた。研修初日
は、簿記の基本や帳簿の種類、仕訳から試算表作
成までの流れを解説。２日目はグループに分かれ
て演習形式の講義を受けた。90分間の本試験も
行われ、生徒らは真剣な表情で問題に取り組んで
いた。

　受講した名護商工３年の上原瑠海さんは「就職
後に役立つと思い受講した。初めてだったが思って
いたより理解できた」と話した。浦添工業３年の友
利有花さんは「表を使う学習は初めてで難しかっ
たが、苦手な部分を把握することができた」とふり
返った。

８月１日に行われた那覇地区懇談会

地域別産学懇談会で高校教諭や各地区職安らと意見交換
　令和７年度地域別産学懇談会を８月１日から21
日にかけて開催。各公共職業安定所の管内ごとに
協会本部と各支部、建設系学科がある工業高校の
教諭、各地区の職安職員らが参加し、建設業への
新規学卒者雇用などについて意見交換を行った。
　８月１日に行われた那覇地区の懇談会では、工
業高校教諭から「資格を取得できなかった生徒が
他産業に進む傾向があるため、支援の充実が必
要」と指摘があった。これに対し沖建協の久高唯
和事務局長は、高校生対象の現場見学会や資格
取得支援などの取り組みを紹介した上で「業界を
知り、資格を取得して自信をつけ、建設業に進んで
きてほしい」と強調した。
　学校側は引き続き取り組みとして、卒業後１年
間にわたり、就職先と本人への聞き取りを行う定
着指導を実施していることや、高校生が小学生に
建設業の魅力を伝える「こども木工教室」などの
活動に取り組んでいることを報告。
　８月13日に実施した中部地区懇談会では、学校
教諭が「ＣＡＤ室のコンピューターが更新されず、
いまだにＷｉｎｄｏｗｓ７のＯＳを使用している」と
現状を報告。「ＪＷＣＡＤソフトも不具合が起きて
おり、ＢＩＭでの図面制作指導もできず困ってい
る」と訴えた。これに対し源河専務は「ＣＡＤは基
本的な技能であり、生徒が十分に学べる環境に整
える必要がある。県に対して県立高校のパソコン
設備更新支援を求めていきたい」と述べた。
　懇談会では「沖建協の雇用改善推進事業の取
り組み」の報告が行われたほか、各地区の職安職
員が新規高卒者の就職活動状況などを報告。事
業者の求人提出や高校生の就職活動の開始が全
国に比べて遅いと指摘し、改善を求めた。また、沖
縄の新規高卒者の３年以内離職率は約５割で全
国平均を上回っており、特に１年目の離職率に差
が大きいと強調。業界への理解促進や早期就職活
動を通してミスマッチを防止するよう呼び掛けた。

宮古地区では８月４日に実施

８月５日の八重山地区懇談会

８月13日の中部地区懇談会

８月21日の北部地区懇談会
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現場のデジタル化を体験した(新川地区工事)

美来工科高校土木工学科の生徒らが現場見学 青年部会がフォトコンテスト募集ＰＲで新聞社表敬

　建設業の魅力を伝えることを目的とした現場見
学会を７月16日に開いた。参加したのは美来工科
高校土木工学科１・２年生の58人で、㈱屋部土建
が「令和５年度新川地区改良外工事(屋部土建施
工)」（南風原町）、㈱大林組が「小禄道路ボックス
カルバート工事」（那覇市）の現場で生徒を受け入
れ、工事概要や最新技術などを紹介した。
　屋部土建の現場では、ＩＣＴ建設機械による掘
削作業で３Ｄ設計データを重機に取り込み、位置
や傾きを自動で制御する技術を紹介した。生徒ら
はタブレット端末で建機の動作を確認し、操縦席
で操作を体験。施工精度の高さや最新技術の利
便性に驚いた様子が見られた。このほか、出来形
ヒートマップを活用したＡＲでの偏差確認、杭ナビ
による出来形計測、遠隔臨場による現場管理な
ど、建設ＤＸの取り組みも披露。一連の説明とデモ
ンストレーションを通じて、業界全体が目指す効率
化やスマート施工の重要性を伝えた。
　現場代理人の玉城翔太氏は「きょう見学する現
場は、最先端の技術を活用している。建設業の新
しい一面を知って、将来の選択肢に建設業を加え
てもらえたらうれしい」と呼び掛けた。
　小禄道路の現場では、工事概要や施工手順、地
域の拝所への配慮に加え、ＩＣＴ技術の活用につ
いて説明。施工ステップごとに作成したＣＩＭモデ
ルは、既設構造物との取り合い確認や施工時の課
題の事前把握、作業員教育に生かされていること
を紹介した。ＶＲ映像を用いた視覚的な施工手順
の学習も行い、現場でのデジタル技術の有効性に
ついて説明した。
　見学後、入社１年目の宮都孝直氏が「学生時代
に学んだ公式や力学は現場でも頻繁に使う。授業
と現場がつながっていることを意識して学んでほ
しい」とアドバイス。参加した１年の城間惟安さん
は「学んだことを学校でも生かし、後悔のないよう
に勉強したい。将来は人々の生活を便利にし、大
切なものを守れる仕事に就きたい」と語った。

ＩＣＴ建機を使った掘削に挑む生徒(新川地区工事)

ＶＲ映像を確認した(小禄道路工事)

拝所の説明を受ける生徒たち(小禄道路工事)

作業風景を撮影する生徒たち

青年部会が高校生向け現場撮影会開く
　青年部会（古波蔵太志部会長）は８月６日、高校
生向けの現場撮影会を開いた。青年部会が実施し
ているフォトコンテストへの高校生の参加を促すこ
となどが目的で、写真部所属の生徒らを現場に案
内した。
　６日の撮影会では、豊見城南高校美術部の１年
生３人を「豊見城高架橋床版工(下りＰ31～Ｐ45)
工事」現場に案内。生徒らは、施工を担当する㈱屋
部土建の仲宗根義樹現場代理人から業務内容や
工事概要の説明を受けた後、現場に移動。工事中
の構造物や職人の姿を熱心に撮影した。参加した
大宮穂乃花さんは「撮影を通して道路がどう造ら
れているかを知り、多くの人が関わっていることを
実感できた」と笑顔を見せた。引率の當眞可南子
教諭は「生徒が職人と話す姿を見て新たな一面を
見た」と話した。

撮影会に参加した皆さん

ＰＲする古波蔵部会長(左)ら

　青年部会(古波蔵太志部会長)は、「第17回フォト
コンテスト～島の魅力～」のＰＲなどを目的に県内
各新聞社を表敬。７月17日には㈱沖縄建設新聞を
訪れ、古波蔵部会長と大城壮司副部会長、入佐学
広報委員長が「島の魅力を届けてほしい」と応募
を呼び掛けた。
　フォトコンテストは、建設業の持つ社会的役割や
地域に根差す魅力を幅広く伝えることを目的に毎
年実施している。17回目を迎える今回は新たな試
みとして県内高校生を対象とした「建設現場撮影
会」を開催する。現場を直接体験することで建設
業の実像を若い世代に知ってもらう機会となり、業
界への理解、応募増加へとつなげる狙いがある。
　募集部門は、建設業に従事する人々の働く姿を
題材とした「人の部」と、建設業が築く構造物の美
しさや存在感を切り取る「造の部」の２部門を設
定。各部門から最優秀賞、優秀賞、学生賞、現場で
働く美ら小町賞などを選出し、多様な観点から建

設業の価値を表彰する。
　古波蔵部会長は「応募数は近年横ばいが続い
ている。今回、初めて高校写真部の生徒を対象に
撮影機会を設けたことで、学生を中心に若年層の
参加を促したい。フォトコンテストを通して建設業
の魅力を社会に発信していく」と語り、取り組みに
強い意欲を示した。
　作品の応募受付は８月15日に終了。表彰式は11
月17日に県庁１階ロビーで開く予定。
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女性部会が沖総局と「夏のリコチャレ２０２５」開催
女子学生と保護者が建設業体験

首里城ＶＲ 体験

ドローン体験

FD船上でのＡＲ体験

参加者及び女性部会スタッフの集合写真

　女性部会(糸数幸恵部会長)と沖縄総合事務局
の女性技術職員による「夏のリコチャレ２０２５『ミ
ライをつくる建設女子のしごと体験ツアー』」が８月
１日に開催された。内閣府男女共同参画局の「リコ
チャレ２０２５」の一環で実施したもので、県内の
女子学生と保護者のあわせて17組33人が参加。イ
ンフラ事業の紹介や現場見学、仕事体験を通じて
建設業への理解・関心を深めた。
　参加者は、沖総局開発建設部インフラＤＸルー
ムで、同部が推進するプロジェクトや建設ＤＸの概
要について説明を受け、復元工事が進む首里城の
ＶＲツアーを体験するなど最新技術を体感した。
　その後、那覇港新港ふ頭地区の現場に移動し、
「令和７年度那覇港（新港ふ頭地区）岸壁(-10メー
トル)(耐震)ケーソン工事」(㈱大米建設施工)を見
学。ＦＤ船上や船内を巡り、ケーソン完成イメージ
のＡＲによる見える化、施工過程を再現したＶＲ、
ドローン体験などＩＣＴを活用したプログラムを実
施した。現場を案内した大米建設の新垣さくら氏
は「女性だからこそ気づける細やかな配慮が、働き
やすい現場づくりにもつながっている。進路の一つ
として考えてほしい」と呼びかけた。
　体験に参加した沖縄市立美東中３年の下川月夜
さんは「現場に入ることができて貴重な経験に
なった。工業系高校への進路を検討しているので
イメージが広がった」と話し、母親の美三さんも
「女性が活躍する姿を見て安心した。娘の将来を後
押しできる」と現場の印象を述べた。糸数部会長
は「参加者から『女性でも活躍できると分かった』
との声があった。建設業は土木や建築だけでなく
多様な分野で女性が力を発揮できる。今回の体験
が進路の参考になれば」と述べ、「今後も工夫を重
ね、建設業の魅力を次世代に伝えていきたい」と
語った。

支部活動報告支部活動報告

農水センターが予定工事を説明

土木事務所との意見交換

■八重山支部が農水センター・土木事務所と意見交換
　八重山支部(平良聡支部長)は７月15日、八重山
建設会館で、県八重山農林水産振興センター農林
水産整備課と県八重山土木事務所との意見交換
会を開いた。支部からは平良支部長のほか丸尾剛
副支部長、照屋晃副支部長ら18人が出席して、業
界の実情を踏まえた改善策などを話し合った。
　平良支部長は「建設業界は人材確保や週休２日
制の推進、猛暑に伴う熱中症対策、働き方改革な
どに取り組んでいるほか、資材価格高騰への対応
や離島特有の物流コスト負担など、さまざまな課
題も抱えている。現場の実情に基づいた具体的な
意見交換を通じて、より現実的かつ効果的な支援
策の実現を目指したい」と呼び掛けた。
　農林水産整備課との意見交換には、鬼塚雅宣
課長と多和田真澄班長、崎山育子班長、比嘉正隆
班長が出席。八重山支部が今年度と次年度の発
注予定工事について説明を求めた。また、営農スケ
ジュールを踏まえた柔軟な工期設定、磁気探査業
務に関する入札時期の調整、資材・燃料費高騰へ
の対応、週休２日制の推進、熱中症対策費の制度
化、離島特有の施工条件への配慮、次年度予算の
確保・拡充など、多岐にわたる要望を伝えた。
　八重山土木事務所との意見交換では、山根博

文所長や金城寧班長、具志堅勝也班長、高山秀
司班長、渡真利尚樹班長、上原健主幹が出席。週
休２日制の導入に伴う工期延長やコスト増への予
算措置の強化、熱中症対策にかかる費用の積算明
記と加算措置、設計労務単価や予定価格の見直
し、中小・地場企業に配慮した補助制度の整備、
発注件数の増加などについて意見を交わした。

担当者の説明に耳を傾ける支部会員ら

■八重山支部が農業水利事業所の工事説明会に参加

　八重山支部(平良聡支部長)では７月25日、八重
山建設会館で沖縄総合事務局石垣島農業水利
事業所による工事説明会が開かれ、支部会員企業
から18人が参加した。平良支部長は「老朽化や台
風など現場には課題が多い。事業の理解を深め施
工体制の充実につなげたい」と述べた。
　事業所側は国営かんがい排水事業「石垣島地
区」の進捗や2025年度工事計画を説明。大浦３号
送水路伊原間工区(その６)工事をはじめ、石垣北
部送水路伊野田工区(その３)工事、平喜名堰仮回
し流路工事などが予定されているとして、地元企
業の積極的な参加を呼びかけた。工事契約では
総合評価落札方式の地域精通度や週休２日制の

変更点を説明し、労務費などに補正係数を適用す
るとした。さらに「工事書類省力化の手引」に基づ
き電子化を進め、現場負担軽減を図る方針も示し
た。
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やすい現場づくりにもつながっている。進路の一つ
として考えてほしい」と呼びかけた。
　体験に参加した沖縄市立美東中３年の下川月夜
さんは「現場に入ることができて貴重な経験に
なった。工業系高校への進路を検討しているので
イメージが広がった」と話し、母親の美三さんも
「女性が活躍する姿を見て安心した。娘の将来を後
押しできる」と現場の印象を述べた。糸数部会長
は「参加者から『女性でも活躍できると分かった』
との声があった。建設業は土木や建築だけでなく
多様な分野で女性が力を発揮できる。今回の体験
が進路の参考になれば」と述べ、「今後も工夫を重
ね、建設業の魅力を次世代に伝えていきたい」と
語った。

支部活動報告支部活動報告

農水センターが予定工事を説明

土木事務所との意見交換

■八重山支部が農水センター・土木事務所と意見交換
　八重山支部(平良聡支部長)は７月15日、八重山
建設会館で、県八重山農林水産振興センター農林
水産整備課と県八重山土木事務所との意見交換
会を開いた。支部からは平良支部長のほか丸尾剛
副支部長、照屋晃副支部長ら18人が出席して、業
界の実情を踏まえた改善策などを話し合った。
　平良支部長は「建設業界は人材確保や週休２日
制の推進、猛暑に伴う熱中症対策、働き方改革な
どに取り組んでいるほか、資材価格高騰への対応
や離島特有の物流コスト負担など、さまざまな課
題も抱えている。現場の実情に基づいた具体的な
意見交換を通じて、より現実的かつ効果的な支援
策の実現を目指したい」と呼び掛けた。
　農林水産整備課との意見交換には、鬼塚雅宣
課長と多和田真澄班長、崎山育子班長、比嘉正隆
班長が出席。八重山支部が今年度と次年度の発
注予定工事について説明を求めた。また、営農スケ
ジュールを踏まえた柔軟な工期設定、磁気探査業
務に関する入札時期の調整、資材・燃料費高騰へ
の対応、週休２日制の推進、熱中症対策費の制度
化、離島特有の施工条件への配慮、次年度予算の
確保・拡充など、多岐にわたる要望を伝えた。
　八重山土木事務所との意見交換では、山根博

文所長や金城寧班長、具志堅勝也班長、高山秀
司班長、渡真利尚樹班長、上原健主幹が出席。週
休２日制の導入に伴う工期延長やコスト増への予
算措置の強化、熱中症対策にかかる費用の積算明
記と加算措置、設計労務単価や予定価格の見直
し、中小・地場企業に配慮した補助制度の整備、
発注件数の増加などについて意見を交わした。

担当者の説明に耳を傾ける支部会員ら

■八重山支部が農業水利事業所の工事説明会に参加

　八重山支部(平良聡支部長)では７月25日、八重
山建設会館で沖縄総合事務局石垣島農業水利
事業所による工事説明会が開かれ、支部会員企業
から18人が参加した。平良支部長は「老朽化や台
風など現場には課題が多い。事業の理解を深め施
工体制の充実につなげたい」と述べた。
　事業所側は国営かんがい排水事業「石垣島地
区」の進捗や2025年度工事計画を説明。大浦３号
送水路伊原間工区(その６)工事をはじめ、石垣北
部送水路伊野田工区(その３)工事、平喜名堰仮回
し流路工事などが予定されているとして、地元企
業の積極的な参加を呼びかけた。工事契約では
総合評価落札方式の地域精通度や週休２日制の

変更点を説明し、労務費などに補正係数を適用す
るとした。さらに「工事書類省力化の手引」に基づ
き電子化を進め、現場負担軽減を図る方針も示し
た。
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那覇支部会員企業の担当者ら

南部支部では35人が受講した

受講する北部支部会員の担当者

■那覇・南部・北部支部がＣＰＤＳ講習会
　現場管理者の技術向上を目的としたオンライン
講習(ＣＰＤＳ認定・７ユニット)が実施され、会員企
業の現場担当者らが受講した。７月15日の那覇支
部(黒島一洋支部長)は14人、16日の南部支部(徳
元猛支部長)は35人、23日の北部支部(仲程俊郎支
部長)は24人が参加した。
　講習は「コンクリート工事における留意点」を
テーマに、現場での監督員のチェックポイントや施
工計画と施工時の注意点などを講師の戸所俊雄
氏(合同会社クロソイド代表)が解説。施工計画の
記載事項やひび割れ抑制、品質管理と検査などに
ついて説明した。
　また、鉄筋工事や型枠・支保工組立、生コン発注
と受け入れ、コンクリート打設、養生、打継目、脱型
枠、支保工撤去など、一連の工程で必要となる確
認事項についても解説。この中で戸所氏は、コンク
リート打設時には圧送計画で所要の品質が得ら
れるようコンクリートポンプの機種や圧送条件を
合理的に選定しているが、輸送管の閉塞予防と措
置があらかじめ計画されているか、段取り替えで生
じる不具合の予防計画がされているかを確認する
ことが重要になるなどと注意を促した。

支部活動報告支部活動報告

仲本所長（左から３人目）に要請書を手渡す徳元支部長（同２人目）

■南部支部が県南部土木事務所に安定発注など要請
　南部支部の徳元猛支部長らは７月28日、県南部
土木事務所を訪ね、工事の安定発注と工事中止時
の対応、地元企業の受注機会確保などに関する要
請を行った。要請には徳元支部長のほか、本部憲
治副支部長と新垣澄夫事務局長が同行。仲本隆
所長と面談して対応を求めた。
　要請内容は、①工事中止とならないような発注
②南部地域における各事業の早期竣工および南
部支部協会員への配慮―の２点。
　徳元支部長は「受注者に責任のない理由で施
工が困難となった場合、速やかに工事中止などの
変更協議を行ってほしい。また、発注図面の不備を
未然に防ぎ、工事中止とならない発注に努めても
らいたい」と述べた。さらに南部東道路、国道507
号、平和の道線など進捗が停滞している事業につ
いて早期竣工を求めた。併せて、当該工事の業者
選定にあたり、支部会員企業への配慮を要望し
た。

　仲本所長は「工事中止を避けることは大切だが、
施工段階で新たな課題が生じる可能性もある」と
理解を求めた上で、「中止となった場合は県の法令
に基づいて適切な対応に努めたい」と応じた。さら
に管内事業については引き続き予算確保に努める
とした上で、「地元企業に配慮した参加要件を設
定し、大規模工事では分割発注やＪＶ対応を行う
など、引き続き地元企業の受注機会を確保してい
きたい」と述べた。

新垣所長（左から２人目）に要請書を手渡す徳元支部長（同３人目）

■南部支部が南部農林土木事務所に離島工事への対応求める
　南部支部(徳元猛支部長)は７月30日、県南部農
林土木事務所の新垣善史所長を訪ね、離島地域
の漁港工事に関する作業員確保に向けた適切な
積算や、支部会員の受注機会確保を求める要請を
行った。徳元支部長のほか、本部憲治副支部長、
新垣澄夫事務局長が同行し、新垣所長に課題の
改善を求める要請書を手渡した。
　徳元支部長は「離島工事では本島との往復を
繰り返さざるを得ない場合があり、作業員の確保
も厳しい状況にある」と実情を指摘し、作業員の
渡航費や宿泊費について満額支給を求めた。さら
に現場管理者についても「現場管理費だけでは渡
航・宿泊費を十分に賄えない」として、積算におい
て見積もりの活用を行い、予定価格に反映させる
必要性を訴えた。このほか、業者選定での支部会
員への配慮も要望した。
　新垣所長は「全県的に技術者の確保が難しくな
り、それを起因とする入札不調も増加傾向にあ

る。特に離島工事では、その対応がより重要である
と認識している」と要請内容に理解を示した。その
上で、「積算については地域外からの参入に関する
基準を設けており、入札公告で明確に示していき
たい」と説明した。支部会員の配慮については「引
き続き管内企業への発注に努めるとともに、災害
復旧などでも協力関係を維持していきたい」と呼
び掛けた。

支部活動報告支部活動報告

嘉数市長に寄付金を贈呈する友利支部長(右)

　宮古支部(友利勝人支部長)は７月30日、「第16
回全国離島交流中学生野球大会(離島甲子園)」
の開催支援として、大会実行委員長の嘉数登宮古
島市長に寄付金を贈呈した。大会は宮古島市内の
伊良部球場などを会場に８月18日から22日まで全
国から24チームが参加して熱戦を繰り広げた。
　寄付金の贈呈式で友利支部長は「子どもたちや
離島住民にとって喜ばしい大会。離島というハン
ディを抱えながらも子どもたちが楽しんで野球がで
きることは大変貴重な体験となる。全チームとも野
球を楽しみ、宮古島で有意義に過ごしてほしい」と
語った。
　寄付を受けた嘉数市長は「離島の子どもたちは
スポーツ活動などで島の外に出て交流する機会が

限られている。交流の輪を広げるとともに、宮古島
の観光も楽しんでもらえれば」と激励した。
　同大会は離島に暮らす中学生の健全な育成促
進などを目的に、全国各地の離島を会場として毎
年開催されている。宮古島市での開催は初めて。

■宮古支部が離島甲子園の開催で寄付金贈呈
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那覇支部会員企業の担当者ら

南部支部では35人が受講した

受講する北部支部会員の担当者

■那覇・南部・北部支部がＣＰＤＳ講習会
　現場管理者の技術向上を目的としたオンライン
講習(ＣＰＤＳ認定・７ユニット)が実施され、会員企
業の現場担当者らが受講した。７月15日の那覇支
部(黒島一洋支部長)は14人、16日の南部支部(徳
元猛支部長)は35人、23日の北部支部(仲程俊郎支
部長)は24人が参加した。
　講習は「コンクリート工事における留意点」を
テーマに、現場での監督員のチェックポイントや施
工計画と施工時の注意点などを講師の戸所俊雄
氏(合同会社クロソイド代表)が解説。施工計画の
記載事項やひび割れ抑制、品質管理と検査などに
ついて説明した。
　また、鉄筋工事や型枠・支保工組立、生コン発注
と受け入れ、コンクリート打設、養生、打継目、脱型
枠、支保工撤去など、一連の工程で必要となる確
認事項についても解説。この中で戸所氏は、コンク
リート打設時には圧送計画で所要の品質が得ら
れるようコンクリートポンプの機種や圧送条件を
合理的に選定しているが、輸送管の閉塞予防と措
置があらかじめ計画されているか、段取り替えで生
じる不具合の予防計画がされているかを確認する
ことが重要になるなどと注意を促した。

支部活動報告支部活動報告

仲本所長（左から３人目）に要請書を手渡す徳元支部長（同２人目）

■南部支部が県南部土木事務所に安定発注など要請
　南部支部の徳元猛支部長らは７月28日、県南部
土木事務所を訪ね、工事の安定発注と工事中止時
の対応、地元企業の受注機会確保などに関する要
請を行った。要請には徳元支部長のほか、本部憲
治副支部長と新垣澄夫事務局長が同行。仲本隆
所長と面談して対応を求めた。
　要請内容は、①工事中止とならないような発注
②南部地域における各事業の早期竣工および南
部支部協会員への配慮―の２点。
　徳元支部長は「受注者に責任のない理由で施
工が困難となった場合、速やかに工事中止などの
変更協議を行ってほしい。また、発注図面の不備を
未然に防ぎ、工事中止とならない発注に努めても
らいたい」と述べた。さらに南部東道路、国道507
号、平和の道線など進捗が停滞している事業につ
いて早期竣工を求めた。併せて、当該工事の業者
選定にあたり、支部会員企業への配慮を要望し
た。

　仲本所長は「工事中止を避けることは大切だが、
施工段階で新たな課題が生じる可能性もある」と
理解を求めた上で、「中止となった場合は県の法令
に基づいて適切な対応に努めたい」と応じた。さら
に管内事業については引き続き予算確保に努める
とした上で、「地元企業に配慮した参加要件を設
定し、大規模工事では分割発注やＪＶ対応を行う
など、引き続き地元企業の受注機会を確保してい
きたい」と述べた。

新垣所長（左から２人目）に要請書を手渡す徳元支部長（同３人目）

■南部支部が南部農林土木事務所に離島工事への対応求める
　南部支部(徳元猛支部長)は７月30日、県南部農
林土木事務所の新垣善史所長を訪ね、離島地域
の漁港工事に関する作業員確保に向けた適切な
積算や、支部会員の受注機会確保を求める要請を
行った。徳元支部長のほか、本部憲治副支部長、
新垣澄夫事務局長が同行し、新垣所長に課題の
改善を求める要請書を手渡した。
　徳元支部長は「離島工事では本島との往復を
繰り返さざるを得ない場合があり、作業員の確保
も厳しい状況にある」と実情を指摘し、作業員の
渡航費や宿泊費について満額支給を求めた。さら
に現場管理者についても「現場管理費だけでは渡
航・宿泊費を十分に賄えない」として、積算におい
て見積もりの活用を行い、予定価格に反映させる
必要性を訴えた。このほか、業者選定での支部会
員への配慮も要望した。
　新垣所長は「全県的に技術者の確保が難しくな
り、それを起因とする入札不調も増加傾向にあ

る。特に離島工事では、その対応がより重要である
と認識している」と要請内容に理解を示した。その
上で、「積算については地域外からの参入に関する
基準を設けており、入札公告で明確に示していき
たい」と説明した。支部会員の配慮については「引
き続き管内企業への発注に努めるとともに、災害
復旧などでも協力関係を維持していきたい」と呼
び掛けた。

支部活動報告支部活動報告

嘉数市長に寄付金を贈呈する友利支部長(右)

　宮古支部(友利勝人支部長)は７月30日、「第16
回全国離島交流中学生野球大会(離島甲子園)」
の開催支援として、大会実行委員長の嘉数登宮古
島市長に寄付金を贈呈した。大会は宮古島市内の
伊良部球場などを会場に８月18日から22日まで全
国から24チームが参加して熱戦を繰り広げた。
　寄付金の贈呈式で友利支部長は「子どもたちや
離島住民にとって喜ばしい大会。離島というハン
ディを抱えながらも子どもたちが楽しんで野球がで
きることは大変貴重な体験となる。全チームとも野
球を楽しみ、宮古島で有意義に過ごしてほしい」と
語った。
　寄付を受けた嘉数市長は「離島の子どもたちは
スポーツ活動などで島の外に出て交流する機会が

限られている。交流の輪を広げるとともに、宮古島
の観光も楽しんでもらえれば」と激励した。
　同大会は離島に暮らす中学生の健全な育成促
進などを目的に、全国各地の離島を会場として毎
年開催されている。宮古島市での開催は初めて。

■宮古支部が離島甲子園の開催で寄付金贈呈
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安岡建設㈱
専務取締役
東  克洋さん

工事部
仲榮眞 稜大さん

工事部課長
高江洲  臣さん

建設
雇用改善
コーナー教えてください！我が社の働きやすい職場づくり教えてください！我が社の働きやすい職場づくり

ありがとうございました！
今後とも、働きやすい職場づくりの取り組み紹介を通して、建設業の魅力を幅広く発
信していきます。皆さんからの情報提供お待ちしています！

職場の働き方改革、どんなことやってますか？

社員の健康管理や福利厚生、何をやってますか？

社員向けの支援や社会貢献など、どんなことをやってますか？

・ソフトボールやフットサル大会に積極的に参加し、定期的に練習日を設け健康増進に
取り組んでいる。

・各作業所毎に疾病予防及び熱中症対策の充実を図っています。
・月例の会議では各現場の成功例や問題点を共有。大事なコミュニケーションの場となっ
ている。また、社員旅行や親睦会を定期的に行い、チームワークの強化を図っている。

・熱中症及び疾病予防対策に掛かる費用は全額会社が負担し支給している。（空調服、防
寒着、スポーツドリンク、応
急対策ツールなど）

・スポーツジム利用回数券
を支給。

・おきなわＳＤＧｓパートナーとして、させられる仕事から自主的に考え、やりがいのある
職場づくりをモットーに若い職員の意見を積極的に取入れている。全社的にしっかり
フォローできるシステムを構築、運営している。各現場で月例清掃活動や、地域ボラン
ティア活動など積極的に参加。

・資格取得にかかる費用は全額支援し社員の技術力
向上に努めている。

・社員及び家族の県外派遣等を積極的に支援。
・施工説明会を開催し、工業高校や専門学校の学生
を招待。

・優良作業所担当者へは社内規定に基づき賞金を授
与する等、社員のやる気アップを図っている。

・毎週土日は休業を基本とし、雨天等の休日出勤は必ず振替休暇を取得するように促して
いる。

・店社パトロール時に、ワークライフバランスを点検項目に加え、残業時間、休日取得状況
等を定期的に点検できるシステムを構築。

・クラウド勤怠管理システムの採用、積算業務から現場管理ソフトのＤＸ化、３Ｄデータ作
成ソフトとＩＣＴ施工現場対応測量機器の導入であらゆる業務を省力化。

・毎週水曜日をノー残業ｄａｙとし、現場事務所に啓発ポスターを掲示する等、週 40h 労
働に努めている。さらに育児休業取得も積極的に推進し、男性社員の取得実績がある。

・弊社代表による休日取得状況などの点検を月例で行い、必要に応じてメンタルヘルスの
チェックも行っている。

・積算システムをクラウド化し、在宅業務を可能とした。

崎原町長（左から４人目）と大城議長（同５人目）に要請書を手渡した

■浦添・西原支部が西原町にモノレール延伸への協力求める
　浦添・西原支部(内間司支部長)は８月６日、西原
町の崎原盛秀町長と大城純孝議長を訪ね、沖縄都
市モノレールの拡充整備に関する要請を行った。
中南部都市圏域の骨格となる軌道系公共交通機
関の実現に向け、都市モノレール網の拡充整備を
明確に位置付けた都市交通体系の計画策定への
取り組み推進を求めた。
　要請書では、交通渋滞の改善には大量性･定時
性･快適性を備えた軌道系公共交通が優位だと
し、県内で実績があり道路交通への負担が少ない
モノレール網の整備が適切と説明。内間支部長は
「さまざまなフィーダー交通計画があるが、モノレー
ル延伸が最も実現性が高い。環状線とすることで
地域経済も発展する。今後は沖建協本部の活動に
も結び付け、地域を巻き込んだ取り組みにしたい」
と語った。
　崎原町長は「建設業界からモノレール延伸に向
けた動きが出てきたことは心強い。町では今年度
策定予定の都市マスタープランに、てだこ浦西駅か

ら大型ＭＩＣＥ予定地を結ぶ都市モノレール等の
交通計画図を盛り込む方針だ」と述べた。大城議
長も「交通課題計画に向け、モノレール延伸が現
実的な手段」との認識を示した。
　モノレール延伸を巡っては、沖縄県都市モノレー
ル延伸・利用促進協議会が中部方面へ向かう縦貫
線や西原・与那原町を経由する環状線構想を盛り
込んだ(仮称)サンシンネットワーク構想を提唱。浦
西支部では同構想に賛同し、各方面への協力体制
づくりを進めている。

１２チームが大会に挑んだ

優勝した國場組Ａチーム

■國場組Ａが王座奪還  ー那覇支部ソフトボール大会ー

　那覇支部(黒島一洋支部長)は８月９日、豊見城
市の瀬長島野球場で第44回ソフトボール大会を
開催し、出場した支部会員12チームが熱戦を繰り
広げた。開会式で伊志嶺匡副支部長は「暑さに負
けず素晴らしいプレーを期待する」と挨拶。㈱東
恩納組主将の東江力選手が選手宣誓を行った。
　試合は、予選から勝ち上がった㈱國場組Ａと安
岡建設㈱が決勝で対戦。序盤から互いに得点を重
ね、５回終了時点で８対８の同点となり、６回から
タイブレークに突入。10対10のまま決着がつかず、
最後はじゃんけんで國場組Ａが勝利し栄冠を手に
した。國場組Ａは昨年の大会で準優勝、11月の浦
添･西原支部との交流大会では優勝と好成績を挙
げている。
　個人賞は打撃賞１位東克洋氏（安岡建設）、２
位池宮城龍志氏（安岡建設）、３位山里琉景氏
（國場組）。レディース賞は安護茜里氏（國場組）が

支部活動報告支部活動報告

受賞した。　
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安岡建設㈱
専務取締役
東  克洋さん

工事部
仲榮眞 稜大さん

工事部課長
高江洲  臣さん

建設
雇用改善
コーナー教えてください！我が社の働きやすい職場づくり教えてください！我が社の働きやすい職場づくり

ありがとうございました！
今後とも、働きやすい職場づくりの取り組み紹介を通して、建設業の魅力を幅広く発
信していきます。皆さんからの情報提供お待ちしています！

職場の働き方改革、どんなことやってますか？

社員の健康管理や福利厚生、何をやってますか？

社員向けの支援や社会貢献など、どんなことをやってますか？

・ソフトボールやフットサル大会に積極的に参加し、定期的に練習日を設け健康増進に
取り組んでいる。

・各作業所毎に疾病予防及び熱中症対策の充実を図っています。
・月例の会議では各現場の成功例や問題点を共有。大事なコミュニケーションの場となっ
ている。また、社員旅行や親睦会を定期的に行い、チームワークの強化を図っている。

・熱中症及び疾病予防対策に掛かる費用は全額会社が負担し支給している。（空調服、防
寒着、スポーツドリンク、応
急対策ツールなど）

・スポーツジム利用回数券
を支給。

・おきなわＳＤＧｓパートナーとして、させられる仕事から自主的に考え、やりがいのある
職場づくりをモットーに若い職員の意見を積極的に取入れている。全社的にしっかり
フォローできるシステムを構築、運営している。各現場で月例清掃活動や、地域ボラン
ティア活動など積極的に参加。

・資格取得にかかる費用は全額支援し社員の技術力
向上に努めている。

・社員及び家族の県外派遣等を積極的に支援。
・施工説明会を開催し、工業高校や専門学校の学生
を招待。

・優良作業所担当者へは社内規定に基づき賞金を授
与する等、社員のやる気アップを図っている。

・毎週土日は休業を基本とし、雨天等の休日出勤は必ず振替休暇を取得するように促して
いる。

・店社パトロール時に、ワークライフバランスを点検項目に加え、残業時間、休日取得状況
等を定期的に点検できるシステムを構築。

・クラウド勤怠管理システムの採用、積算業務から現場管理ソフトのＤＸ化、３Ｄデータ作
成ソフトとＩＣＴ施工現場対応測量機器の導入であらゆる業務を省力化。

・毎週水曜日をノー残業ｄａｙとし、現場事務所に啓発ポスターを掲示する等、週 40h 労
働に努めている。さらに育児休業取得も積極的に推進し、男性社員の取得実績がある。

・弊社代表による休日取得状況などの点検を月例で行い、必要に応じてメンタルヘルスの
チェックも行っている。

・積算システムをクラウド化し、在宅業務を可能とした。

崎原町長（左から４人目）と大城議長（同５人目）に要請書を手渡した

■浦添・西原支部が西原町にモノレール延伸への協力求める
　浦添・西原支部(内間司支部長)は８月６日、西原
町の崎原盛秀町長と大城純孝議長を訪ね、沖縄都
市モノレールの拡充整備に関する要請を行った。
中南部都市圏域の骨格となる軌道系公共交通機
関の実現に向け、都市モノレール網の拡充整備を
明確に位置付けた都市交通体系の計画策定への
取り組み推進を求めた。
　要請書では、交通渋滞の改善には大量性･定時
性･快適性を備えた軌道系公共交通が優位だと
し、県内で実績があり道路交通への負担が少ない
モノレール網の整備が適切と説明。内間支部長は
「さまざまなフィーダー交通計画があるが、モノレー
ル延伸が最も実現性が高い。環状線とすることで
地域経済も発展する。今後は沖建協本部の活動に
も結び付け、地域を巻き込んだ取り組みにしたい」
と語った。
　崎原町長は「建設業界からモノレール延伸に向
けた動きが出てきたことは心強い。町では今年度
策定予定の都市マスタープランに、てだこ浦西駅か

ら大型ＭＩＣＥ予定地を結ぶ都市モノレール等の
交通計画図を盛り込む方針だ」と述べた。大城議
長も「交通課題計画に向け、モノレール延伸が現
実的な手段」との認識を示した。
　モノレール延伸を巡っては、沖縄県都市モノレー
ル延伸・利用促進協議会が中部方面へ向かう縦貫
線や西原・与那原町を経由する環状線構想を盛り
込んだ(仮称)サンシンネットワーク構想を提唱。浦
西支部では同構想に賛同し、各方面への協力体制
づくりを進めている。

１２チームが大会に挑んだ

優勝した國場組Ａチーム

■國場組Ａが王座奪還  ー那覇支部ソフトボール大会ー

　那覇支部(黒島一洋支部長)は８月９日、豊見城
市の瀬長島野球場で第44回ソフトボール大会を
開催し、出場した支部会員12チームが熱戦を繰り
広げた。開会式で伊志嶺匡副支部長は「暑さに負
けず素晴らしいプレーを期待する」と挨拶。㈱東
恩納組主将の東江力選手が選手宣誓を行った。
　試合は、予選から勝ち上がった㈱國場組Ａと安
岡建設㈱が決勝で対戦。序盤から互いに得点を重
ね、５回終了時点で８対８の同点となり、６回から
タイブレークに突入。10対10のまま決着がつかず、
最後はじゃんけんで國場組Ａが勝利し栄冠を手に
した。國場組Ａは昨年の大会で準優勝、11月の浦
添･西原支部との交流大会では優勝と好成績を挙
げている。
　個人賞は打撃賞１位東克洋氏（安岡建設）、２
位池宮城龍志氏（安岡建設）、３位山里琉景氏
（國場組）。レディース賞は安護茜里氏（國場組）が

支部活動報告支部活動報告

受賞した。　
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MessageMessage

地域と共に、未来を築く

私たちは、沖縄県建設業協会会員です。
一般社団法人

Okinawa General Constructors Association
沖縄県建設業協会

Okinawa General 
Constructors 
Association

あんぜんぼーや

　建設業界のイメージアップと沖縄県
建設業協会会員の「見える化」を図る
ため、協会のイメージアップキャラク
ター「あんぜんぼーや」のシールを作
成しました。（A4サイズ、A3サイズ）
　協会会員が施工する建設現場の出
入り口など人目に触れる機会の多い
場所に貼って、協会会員であることを
示すＰＲ活動に使用してください。
　追加で必要な場合は、所属支部窓
口で配布します。

沖建協「見える化」イメージアップキャラクター

「あんぜんぼーや」を現場へつれてって！！

建設
雇用改善
コーナー

沖縄工業高等学校出身
湧川　秀也さん（19歳）
（先嶋建設株式会社　土木部）
わくがわ　しゅうや／浦添市出身／2024
年３月沖縄工業高等学校卒業／2024年
４月先嶋建設株式会社入社　
入職のきっかけ：建設業は社会基盤を支
える仕事で、人々の暮らしに欠かせない
分野なので、安定したニーズがあると思
い、沖縄工業高校で土木について学びま
した。学校からの紹介を通じて、インフラ
整備などで確かな実績を持つ先嶋建設に
魅力を感じ、入社を決めました。　
将来の夢･目標：1級土木施工管理技士の
資格取得が目標です。一人前の技術者と
して成長し、将来後輩ができたとき、自分
が身につけた技術や知識を伝えられる立
場になることが私の夢です。　

経験の積み重ねで自分の力に
　建設業は自分の手で形を残すことのできる、とてもやりがい
のある仕事だと思います。就職したばかりの頃は、分からないこ
とが多く戸惑うこともあるかもしれません。でも、焦らず一つひ
とつの仕事に向き合い、経験を積み重ねていけば、必ず自分の
力になります。自信を持って頑張ってください。

「令和６年度新川地区改良工事」の現場で写真管理・安全管理な
どを行っています。

担当した現場

お 知 ら せ

▼ 月別請負金額の推移

▼ 概況

沖縄県内の公共工事動向（令和7年7月分）
西日本建設業保証（株）沖縄支店
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MessageMessage

地域と共に、未来を築く

私たちは、沖縄県建設業協会会員です。
一般社団法人

Okinawa General Constructors Association
沖縄県建設業協会

Okinawa General 
Constructors 
Association

あんぜんぼーや

　建設業界のイメージアップと沖縄県
建設業協会会員の「見える化」を図る
ため、協会のイメージアップキャラク
ター「あんぜんぼーや」のシールを作
成しました。（A4サイズ、A3サイズ）
　協会会員が施工する建設現場の出
入り口など人目に触れる機会の多い
場所に貼って、協会会員であることを
示すＰＲ活動に使用してください。
　追加で必要な場合は、所属支部窓
口で配布します。

沖建協「見える化」イメージアップキャラクター

「あんぜんぼーや」を現場へつれてって！！

建設
雇用改善
コーナー

沖縄工業高等学校出身
湧川　秀也さん（19歳）
（先嶋建設株式会社　土木部）
わくがわ　しゅうや／浦添市出身／2024
年３月沖縄工業高等学校卒業／2024年
４月先嶋建設株式会社入社　
入職のきっかけ：建設業は社会基盤を支
える仕事で、人々の暮らしに欠かせない
分野なので、安定したニーズがあると思
い、沖縄工業高校で土木について学びま
した。学校からの紹介を通じて、インフラ
整備などで確かな実績を持つ先嶋建設に
魅力を感じ、入社を決めました。　
将来の夢･目標：1級土木施工管理技士の
資格取得が目標です。一人前の技術者と
して成長し、将来後輩ができたとき、自分
が身につけた技術や知識を伝えられる立
場になることが私の夢です。　

経験の積み重ねで自分の力に
　建設業は自分の手で形を残すことのできる、とてもやりがい
のある仕事だと思います。就職したばかりの頃は、分からないこ
とが多く戸惑うこともあるかもしれません。でも、焦らず一つひ
とつの仕事に向き合い、経験を積み重ねていけば、必ず自分の
力になります。自信を持って頑張ってください。

「令和６年度新川地区改良工事」の現場で写真管理・安全管理な
どを行っています。

担当した現場

お 知 ら せ

▼ 月別請負金額の推移

▼ 概況

沖縄県内の公共工事動向（令和7年7月分）
西日本建設業保証（株）沖縄支店
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2025年8月の動き2025年8月の動き

・沖建協「地域別産学懇談会（那覇・南部・浦添）」（建労センター）
・沖建協女性部会「夏のリコチャレ2025」

（総合事務局、那覇新港ふ頭地区）
・沖建協「地域別産学懇談会（宮古）」（宮古建設会館）

"・沖建協「工業高校生対象小型車両系建設機械運転特別教育」
～8/6(水)迄（沖縄市）
・沖建協「地域別産学懇談会（八重山）」（八重山建設会館）
・沖建協「工業高校生対象小型車両系建設機械運転特別教育」～
8/8(金)迄（沖縄市）
・沖建協「工業高校生対象建設業経理事務士特別研修（4級）」～
8/8(金)迄（建労センター）
・沖建協「工事統括責任者会議（本島地区）」（ラグナガーデンホテル）
・沖建協「地域別産学懇談会（中部）」（中部建設会館）
・沖建協「工事統括責任者会議（宮古地区）」

（ホテルアトールエメラルド宮古島）
・沖建協「工事統括責任者会議（八重山地区）」（アートホテル石垣島）
・建退共「法定外労災補償制度並びに建退共制度事務取扱説明
会」（宮古地区）」（ホテルアトールエメラルド宮古島）
・建退共「法定外労災補償制度並びに建退共制度事務取扱説明
会」（八重山地区）」（アートホテル石垣島）

・沖建協「地域別産学懇談会（北部）」（北部建設会館）

・沖建協「不当要求防止責任者講習会（宮古地区）」（宮古建設会館）
・沖建協「工業高校生対象建設産業経理事務士特別研修（3級）」
～8/28(木)迄（建労センター）
・建退共「法定外労災補償制度並びに建退共制度事務取扱説明
会」（那覇・南部・中部地区）」（コンベンションセンター）
・建退共「法定外労災補償制度並びに建退共制度事務取扱説明
会」（北部地区）」（北部雇用能力開発総合センター）

・建設業振興基金「建設業経理事務士特別研修3級（一般向け）」～
8/6(水)迄（浦添市）

・沖縄しまたて協会「技術開発支援選定委員会」（浦添市）
・ニューレジリエンスフォーラム沖縄県大会（那覇市）

・沖縄科学技術大学院大学発展促進県民会議「総会」（恩納村）
・暴力団追放沖縄県民会議「暴力団排除セミナー」（浦添市）

・沖縄県優良県産品推奨事業「工業系製品部門最終審査会」（那覇市）
・沖縄県「沖縄県総合防災訓練第2回ライフライン部会」（Web）
・九建協「労務対策委員会」（福岡県）

・おきなわ建設フェスタ事務局「幹事会」（那覇市）

・沖縄県「美ら島レスキュー2025有識者会同」（Web）
・沖縄県生コンクリート品質管理監査会議「立入監査」（沖縄市）
・沖縄県雇用対策推進協議会「幹事会」（那覇市）
・沖縄県防衛協会「理事会・表彰式・意見交換会」（那覇市）

・全国建産連「総務企画委員会」（東京都）

・建退共本部「支部担当者向けWeb説明会」（Web）
・県産品奨励月間実行委員会「実行委員会」（那覇市）
・九建協「専務理事・事務局長会議」（大分県）
・沖縄県「沖縄県職業能力開発審議会委員会」（浦添市）
・沖縄県生コンクリート品質管理監査会議「立入監査」（糸満市）
・沖縄総合事務局「沖縄県道路啓開検討協議会」（那覇市）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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沖建協会報
　 　
発　行　人

2025年9月号（第664号）
令和 7 年 9 月 1 日 発行
源河　忠雄

発　行　所

編 　 　 集

一般社団法人  沖縄県建設業協会
〒901-2131　沖縄県浦添市牧港5-6-8
TEL.098（876）－5211
FAX.098（870）－4565
株式会社沖縄建設新聞

［9月号会員の異動］

2025年9月の行事予定2025年9月の行事予定

・建設業福祉共済団「評議員会」（東京都）

・九建協「専務理事・事務局長会議」（福岡県）
・九建協「会長会議」（福岡県）
・全建「協議員会」（東京都）
・全国建産連「会長会議」（富山県）

・建設産業女性定着支援NW「国交省と女性NWの合同会議」
（東京都）

・沖縄県建設業関係労働時間削減推進協議会「建設業の働き方
改革に関する労働時間等説明会（那覇～中部地区）」

（コンベンションセンター）
・沖建協「1級建築（二次）施工管理技術検定試験受験対策講習会
2/2回目」（建労センター）
・沖縄県建設業関係労働時間削減推進協議会「建設業の働き方
改革に関する労働時間等説明会（宮古地区）」（宮古建設会館）
・沖建協・技士会「『ICT活用（CIMモデル）研修』並びに『技術講習
（圧入工法）」（建労センター）
・沖縄県建設業関係労働時間削減推進協議会「建設業の働き方改
革に関する労働時間等説明会（八重山地区）」（八重山建設会館）
・沖縄県建設業関係労働時間削減推進協議会「建設業の働き方
改革に関する労働時間等説明会（北部地区）」

（北部雇用能力総合センター）

・沖建協「不当要求防止責任者講習【本島地区】」（建労センター）

・沖建協「工業高校生現場見学会（沖縄工業・建築科）」
（北谷町、沖縄市）

・沖建協「支部事務局長会議並びに防災に関する研修会」
（建労センター）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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2025年9月の行事予定2025年9月の行事予定

・琉球大学工学部後援会「総会」（那覇市）

・沖縄県「美ら島レスキュー2025全体会議」（Web）

・全建「建設生産システム委員会」（東京都）
・建設業振興基金「建設業経理士検定試験」（宜野湾市）
・沖縄県「障害者雇用の要請」（那覇市）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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5
7

8

9

火

水

金
日

月

火

新入会員

支部名
会社名
代表者名
設立
入会日

那覇支部
㈱新生実業
具志堅　博
昭和57年1月1日
令和7年8月12日

郵便番号
所在地
電話番号
FAX番号

〒900-0022
那覇市樋川1-11-11
098-857-0185
098-855-3351

下記のページに誤植がございました。深くお詫び申し上げますとともに、訂正させていただきます。
【2025会員名簿誤植のお知らせ】

会社名 誤植箇所 正 誤ページ
会社名㈱太名嘉組 ㈱太名嘉組 ㈱太名蔀組P60

・沖建協「1級土木（二次）施工管理技術検定試験受験対策講習会
1/2回目」（建労センター）
・沖建協青年部会「沖縄総合事務局開発建設部との意見交換会」

（自治会館）
・沖建協「1級土木（二次）施工管理技術検定試験受験対策講習会
2/2回目」（建労センター）
・沖建協女性部会「役員会」（建労センター）
・沖建協女性部会「研修委員会」（建労センター）

・沖建協「1級建築（二次）施工管理技術検定試験受験対策講習会
1/2回目」（建労センター）
・沖建協「正副会長会議」（沖建協委員会室）
・沖建協「役員会」（建労センター）
・沖建協「総務委員会」（建労センター）



－16－ －17－沖建協会報　2025. 9月号 沖建協会報　2025. 9月号

2025年8月の動き2025年8月の動き

・沖建協「地域別産学懇談会（那覇・南部・浦添）」（建労センター）
・沖建協女性部会「夏のリコチャレ2025」

（総合事務局、那覇新港ふ頭地区）
・沖建協「地域別産学懇談会（宮古）」（宮古建設会館）

"・沖建協「工業高校生対象小型車両系建設機械運転特別教育」
～8/6(水)迄（沖縄市）
・沖建協「地域別産学懇談会（八重山）」（八重山建設会館）
・沖建協「工業高校生対象小型車両系建設機械運転特別教育」～
8/8(金)迄（沖縄市）
・沖建協「工業高校生対象建設業経理事務士特別研修（4級）」～
8/8(金)迄（建労センター）
・沖建協「工事統括責任者会議（本島地区）」（ラグナガーデンホテル）
・沖建協「地域別産学懇談会（中部）」（中部建設会館）
・沖建協「工事統括責任者会議（宮古地区）」

（ホテルアトールエメラルド宮古島）
・沖建協「工事統括責任者会議（八重山地区）」（アートホテル石垣島）
・建退共「法定外労災補償制度並びに建退共制度事務取扱説明
会」（宮古地区）」（ホテルアトールエメラルド宮古島）
・建退共「法定外労災補償制度並びに建退共制度事務取扱説明
会」（八重山地区）」（アートホテル石垣島）

・沖建協「地域別産学懇談会（北部）」（北部建設会館）

・沖建協「不当要求防止責任者講習会（宮古地区）」（宮古建設会館）
・沖建協「工業高校生対象建設産業経理事務士特別研修（3級）」
～8/28(木)迄（建労センター）
・建退共「法定外労災補償制度並びに建退共制度事務取扱説明
会」（那覇・南部・中部地区）」（コンベンションセンター）
・建退共「法定外労災補償制度並びに建退共制度事務取扱説明
会」（北部地区）」（北部雇用能力開発総合センター）

・建設業振興基金「建設業経理事務士特別研修3級（一般向け）」～
8/6(水)迄（浦添市）

・沖縄しまたて協会「技術開発支援選定委員会」（浦添市）
・ニューレジリエンスフォーラム沖縄県大会（那覇市）

・沖縄科学技術大学院大学発展促進県民会議「総会」（恩納村）
・暴力団追放沖縄県民会議「暴力団排除セミナー」（浦添市）

・沖縄県優良県産品推奨事業「工業系製品部門最終審査会」（那覇市）
・沖縄県「沖縄県総合防災訓練第2回ライフライン部会」（Web）
・九建協「労務対策委員会」（福岡県）

・おきなわ建設フェスタ事務局「幹事会」（那覇市）

・沖縄県「美ら島レスキュー2025有識者会同」（Web）
・沖縄県生コンクリート品質管理監査会議「立入監査」（沖縄市）
・沖縄県雇用対策推進協議会「幹事会」（那覇市）
・沖縄県防衛協会「理事会・表彰式・意見交換会」（那覇市）

・全国建産連「総務企画委員会」（東京都）

・建退共本部「支部担当者向けWeb説明会」（Web）
・県産品奨励月間実行委員会「実行委員会」（那覇市）
・九建協「専務理事・事務局長会議」（大分県）
・沖縄県「沖縄県職業能力開発審議会委員会」（浦添市）
・沖縄県生コンクリート品質管理監査会議「立入監査」（糸満市）
・沖縄総合事務局「沖縄県道路啓開検討協議会」（那覇市）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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沖建協会報
　 　
発　行　人

2025年9月号（第664号）
令和 7 年 9 月 1 日 発行
源河　忠雄

発　行　所

編 　 　 集

一般社団法人  沖縄県建設業協会
〒901-2131　沖縄県浦添市牧港5-6-8
TEL.098（876）－5211
FAX.098（870）－4565
株式会社沖縄建設新聞

［9月号会員の異動］

2025年9月の行事予定2025年9月の行事予定

・建設業福祉共済団「評議員会」（東京都）

・九建協「専務理事・事務局長会議」（福岡県）
・九建協「会長会議」（福岡県）
・全建「協議員会」（東京都）
・全国建産連「会長会議」（富山県）

・建設産業女性定着支援NW「国交省と女性NWの合同会議」
（東京都）

・沖縄県建設業関係労働時間削減推進協議会「建設業の働き方
改革に関する労働時間等説明会（那覇～中部地区）」

（コンベンションセンター）
・沖建協「1級建築（二次）施工管理技術検定試験受験対策講習会
2/2回目」（建労センター）
・沖縄県建設業関係労働時間削減推進協議会「建設業の働き方
改革に関する労働時間等説明会（宮古地区）」（宮古建設会館）
・沖建協・技士会「『ICT活用（CIMモデル）研修』並びに『技術講習
（圧入工法）」（建労センター）
・沖縄県建設業関係労働時間削減推進協議会「建設業の働き方改
革に関する労働時間等説明会（八重山地区）」（八重山建設会館）
・沖縄県建設業関係労働時間削減推進協議会「建設業の働き方
改革に関する労働時間等説明会（北部地区）」

（北部雇用能力総合センター）

・沖建協「不当要求防止責任者講習【本島地区】」（建労センター）

・沖建協「工業高校生現場見学会（沖縄工業・建築科）」
（北谷町、沖縄市）

・沖建協「支部事務局長会議並びに防災に関する研修会」
（建労センター）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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2025年9月の行事予定2025年9月の行事予定

・琉球大学工学部後援会「総会」（那覇市）

・沖縄県「美ら島レスキュー2025全体会議」（Web）

・全建「建設生産システム委員会」（東京都）
・建設業振興基金「建設業経理士検定試験」（宜野湾市）
・沖縄県「障害者雇用の要請」（那覇市）

その他会議・講習会等沖建協・建産連・土木技士会・青年部会等日　曜
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新入会員

支部名
会社名
代表者名
設立
入会日

那覇支部
㈱新生実業
具志堅　博
昭和57年1月1日
令和7年8月12日

郵便番号
所在地
電話番号
FAX番号

〒900-0022
那覇市樋川1-11-11
098-857-0185
098-855-3351

下記のページに誤植がございました。深くお詫び申し上げますとともに、訂正させていただきます。
【2025会員名簿誤植のお知らせ】

会社名 誤植箇所 正 誤ページ
会社名㈱太名嘉組 ㈱太名嘉組 ㈱太名蔀組P60

・沖建協「1級土木（二次）施工管理技術検定試験受験対策講習会
1/2回目」（建労センター）
・沖建協青年部会「沖縄総合事務局開発建設部との意見交換会」

（自治会館）
・沖建協「1級土木（二次）施工管理技術検定試験受験対策講習会
2/2回目」（建労センター）
・沖建協女性部会「役員会」（建労センター）
・沖建協女性部会「研修委員会」（建労センター）

・沖建協「1級建築（二次）施工管理技術検定試験受験対策講習会
1/2回目」（建労センター）
・沖建協「正副会長会議」（沖建協委員会室）
・沖建協「役員会」（建労センター）
・沖建協「総務委員会」（建労センター）
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沖建協会報
今月号の主な内容

令和7年

9
月号

No.664

http://www.okikenkyo .or . jp/

◆ 県選出国会議員との意見交換
◆ 地域別産学懇談会
◆ 高校生小型車両運転特別教育

あんぜんぼーや

OKINAWA GENERAL CONSTRUCTORS ASSOCIATION


